
     

     

     

■初動対応マニュアル＜風水害編＞ 

■初動対応マニュアル＜地震編＞ 

乗客と乗務員の安全確保 

●車両を運行中、大きな揺れを感じた場合 

災害の情報収集 

●津波の危険性を確認 

・津波警報、大津波警報の発表 

・津波の高さ 

・津波浸水範囲 等 

本マニュアルは、初動対応の基本的な流れを記載したものであり、災害はいつ、どこで、どのような形で発生するか知れず、各個別事項につき全関係者に全て充分にあてはまるものではない。 

このため、実災害時には一人ひとりの状況の変化に応じて、適切な判断のもとに行動する必要がある。 

●安全な場所で車両を停車 

・周囲の電柱や建物の落下、道路状況や周囲の

走行中の車に注意 

●地震がおさまった後、乗客の状況確認 

・乗客にけが人等がいないか 

 →けが人がいた場合は、営業所や病院に連絡 

●周辺の状況及び車両の状況確認 

・運行できる状況かどうか 

●運行できる場合は、運行を再開し、安全な場

所に避難 

●運行できない場合は、車両から離れて乗客を

誘導し、安全な場所に避難 

●以下の情報収集手段を活用 

・無線、ラジオ、携帯電話のワンセグ 

・公衆電話や携帯電話で営業所へ連絡 

・周辺の状況確認、周囲の人からの情

報収集等 

●火災の危険性を確認 

・火災の発生 

・火災の延焼範囲 等 

安全な場所に避難 

●津波や火災の可能性がある場合 

営業所等への状況報告 

●以下の情報収集手段で営業所へ連絡 

・無線、公衆電話、携帯電話等 

●車両の故障や道路事情により車両での避難

が困難な場合・・・ 

・道路が被害 

・道路が通行止め 

・大渋滞が発生 

 

→車両を放棄して、徒歩で乗客を誘導して避難 

乗客と乗務員の安全確保 

●車両運行中、暴風や大雨で危険を感じた場合 

●安全な場所で車両を停車 

・周囲の電柱や建物の落下、道路状況や周囲の

走行中の車に注意 

●周辺の状況及び車両の状況確認 

・運行できる状況かどうか 

●運行できる場合は、運行を再開し、安全な場

所に避難 

災害の情報収集 

●暴風や大雨の危険性を確認 

・大雨、洪水、暴風、波浪、高潮等の

警報の発表 等 

●以下の情報収集手段を活用 

・無線、ラジオ、携帯電話のワンセグ 

・公衆電話や携帯電話で営業所へ連絡 

営業所への状況報告 

●現在の状況報告 

・現在地、周辺の状況、車両の状況 

・乗客の安否情報 等 

●今後の対応確認 

・運行継続 

・帰社 

●以下の情報収集手段で営業所へ連絡 

・無線、公衆電話、携帯電話等 

●現在の状況報告 

・現在地、周辺の状況、車両の状況 

・乗客の安否情報 等 

●今後の対応確認 

・運行継続 

・帰社 

・避難 

●通常の運行路線を外れても安全な場

所を通行し、運行継続もしくは帰社 

運行継続、帰社、避難 

●通常の運行路線を外れても安全な場

所を通行 

●車両での避難が可能な場合・・・ 

 

→通常の運行路線を外れても構わず、高い場所

や火災が延焼してこない場所へ車両で避難 



     

     

     

■八戸市内のバス路線及び津波浸水区域図 
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